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医 学 研 究 科 内 科 系 専 政
治療量放射性沃素投与による血液学的変化に関する研究
(主 査)
論文 調 査 委員 教 授 探 瀬 政 市 教 授 脇 坂 行 一 教 授 高 安 正 夫
論 文 内 容 の 要 旨
放射性沃素 (Ⅰ131)が甲状腺機能先進症や甲状腺癌の診断及び治療に頻用されてから約20年を経過する｡
最近本治療後に白血病の発生が報告され両者の因果関係について種々論議されているが未だ結論を得られ
ていない｡ この問題を検討するために第一編において Ⅰ131治療後発生せる白血病の疫学的考察を, 第二編
において甲状腺機能冗進症に対する治療量 I131投与後の血液学的変化を約5年間に亘り観察し, 更に第三
編において白血病患者及び治療量 Ⅰ131投与患者の白血球LDH活性値及びその Isozymeを測定し, それ
等を対比して Ⅰ131投与患者に白血病発生への素因又は前白血病状態を示唆する如き所見を見出せないかに
つき研究した｡









早期よりの淋巴球数, 好中球数及び栓球数の一過性減少であり, 好中球数は概ね2 カ月後迄に治療前借に
回復するが淋巴球数は5年後に至るも治療前値- の回復がみられない｡ 赤血球数, 血色素量, 好中球平均






白血球LDH活性値は健康成人に比し急性白血病ではやや低値を, 慢性骨髄性白血病では高値 を示 し
た｡ 又そのLDHは塞天電気泳動法により5つの Isozyme に分離しえた｡ 健康成人では各分画の問に
LD5>LD4>LD3>LD2>LDl の関係にあったが, 急性白血病では LD5 の著減と LD3, LD2 の著増があ
り分画の peakは LD3 に存在した｡ 慢性骨髄性白血病では急性白血病に比し軽度であるが同様の傾向を
示し LDl を除く名分画はほぼ同じ値を示した｡ 甲状腺機能克進症の白血球 LDH Isozymeは健康成人






論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
近年甲状腺疾患の放射性沃素治療が盛んに行なわれており, 一方これに従い白血病の発生が報告されて
いるので 131Ⅰ治療後発生した白血病の疫学的検討を行なうと共に, 131Ⅰ治療患者の血液学的変化,.白血球
のLDH, そのIsozymeの変化を観察し, 両者の因果関係について検討を加えた｡ 131Ⅰ治療後に発生した
文献上の白血病42例の特徴をみると男性高年者に多発しており, 急性骨髄型で非自血性症例が高率を占め
潜伏期間は2-5年である事などは放射線誘発白血病と類似している｡ 本邦にも2例の発生が報告されて
いる｡ 又甲状腺機能先進症322例の 131Ⅰ治療による変化は血液像としてはリンパ球, 好中球及び栓球数の
一過性減少を, 骨髄では長期に亘り核分裂の異常を認めた. 一方白血球LDH及びそのIsozymepattern
は5年間に亘る追跡では健康人と同様であり白血病に認められるような変化 (LD3> LD5)は認められな
かった｡ 以上の所見から甲状腺機能先進症の患者は放射線に対して感受性が高まっており, 特に感受性の
高い個体では白血病発生の可能性を否定し得ないとの結論に達した｡
以上本論文は 131Ⅰ治療により白血病発生の可能性を検討したもので臨床的に有益であり医学博士の学位
論文として価値あるものと認定した｡
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